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喉 頭 粘 液 よ り の 結 核 菌 の 培 養

第3報 喉頭粘液よりの結核菌の培養を集団検診に併用する試み

その1蓮 搬袋の検定,結 核菌,結 核菌以外の抗酸性菌の

検出成績ならびに雑菌の侵入率

小 川 辰 次 ・ 沢 井 武 ・ 斉 藤 直 蔵

宮 城 小 枝 子 ・ 大 谷 典 子 ・ 立 花 嘉 子*

遠 山 和 明 ・ 本 田 砧**

*北 里研究所付属病院(院 長 宗武藤)

**篠 田 病 院 林 間 荘

受付 昭和55年7月9日

1緒 論

結核菌の検査が間接撮影と併用されるようになつたの

は昭和15年 前後である。当時は喀疾,咽 頭粘液,含 鰍

水よりの培養がその全員に実施されていたが・戦争後は

喀疾を精密検診の一部 としてとりあげられている場合が

多い。われわれ1)～4)は 数年来,喉 頭粘液の培養による

結核菌の検出にっいて基礎i的な研究 を行なつてきたが・

それによれば喀湊や胃液に ほぼ 匹敵する成績を示した

し,か つその方法 も容易であって,喀 疾の代用 として使

用で きることが推定で きる。実際にわれわれの病院では

入院および外来の患者に応用5)し ている。喉頭粘液を

集団検診にはじめて用いたのはWHO6)の ようである

が,こ の場合は患者の発見ということよりも,治 療の対

象を選ぶとい うこと,す なわち培養の陽性の ものに対し

て治療を行な うとい うことのためである。最近この喉頭

粘液の培養を回復者の管理に用いている人5)7)も あ る

し,昭 和33年 度8)の 厚生省の 実態調査では,精 密検

診 として実施 された6,617人 の結核菌検査中の3%に

喉頭粘液がとりあげられている。しかし喉頭粘液の培養

を集団検診に大 きくとりあげた例はない・それでこの喉

頭粘液 を結核の集団検診に併用し,種 々検討したので報

告する。

H検 診への併用の計画

足尾町の結核集団検診の一環 として一般検診のツベノレ

クリソ反応,間 接撮影の間に,あ るいは精密検診の一部

として喉頭粘液を採取し,採 取した喉頭粘液はひとまと

めにして氷を入れた運搬袋に 入れて1晩 足尾町に保存

し,翌 日早朝足尾駅より汽車で上野駅まで輸送し・さらに

研究所付属病院まで持参し,そ の日のうちに培養を完了

しようというのである。それでこのようなことが実施可

能かどうかをひとまず500人 前後の人員で試験研究 とし

て実施し,大 体の見当が っけば約3,000人 の 本研究に

移して実際にやつてみようと計画した・なお運搬袋の検

定 も予備実験として実施することにした・

皿 実 験 方 法

A.予 備実験

イ.運 搬袋の検定

運搬袋は携帯用の冷蔵庫に準 じて作 らせたもので,縦

370〃3,横21翻,深 さ256勉 の袋で あって,2枚 のビ

ニールの間に冷却の時間を長びかせるためにスポンヂを

入れてある。そして中に4009程 度の氷を入れたゴム袋

を2コ と粘液を採取した綿棒を入れた中試験管120本 と

を入れることがで き,チ ャックを閉じることによって外

気 と遮断で きるように作ってある。内容を入れたときの

重量は約8々9と なり,中 の温度は上のほ うでほぼ200

C前 後 である。

①対象:喀 湊の培養で結核菌が少量に検出できる程度

のものを入院中の患者か ら20人 選んだ・

②採取:喉 頭鏡 を使用しないで1人 につき2本 宛の喉

頭粘液を採取した。採取した ものは別々に滅菌中試験管

の中に入れた。そして患者の番号を記した・またそのお

のおのに採取順序の1,2の 番号を付けた。

③培養:培 地はすべて製造1週 間以内の ものを使用し

た。20人 の各2本 の採取綿棒のうち,1本 は研究室で

ただ ちに培養 した。この場合1,3,5と いつたような奇

数番 目の患者の ものは最初に採取した綿棒を・2,4・6

といつたような偶数番目の患者の ものは後で採取した綿

捧を培養した。これは最初に採取した ものが,後 で採取

したものよ り集落数が多いので,こ れを平均するためで
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あ る・残 りの1本 は氷を入れた 運搬袋に入れて,10人

の ものは1日 保存後に,他 の10人 の ものは2日 保存

後に同様にして培養 した。培養の方法は 平沢1)ら に従

い,試 験管に4%NaOH1σ6を 入れて,綿 棒に付い

た粘液を洗い落 として2本 の3%小 川培地に0 .100

宛接種し,37。Cで 斜面台に1昼 夜保存し液の ほぼ乾燥

したのちゴムキャップに変え,立 てて培養した。

④観察:毎 週1回 ずっ 観察し,2ヵ 月まで 継続して

発育した結核菌の集落数を数えた。

・.試 験研究

①対象:足 尾,古 河鉱業所の坑内に活動している492

人であって,5月 に実施された一般集検の中に とり入れ

られた ものである。

②採取:坑 内よ り出てきて間接撮影の実施後に屋内で

1人 につ き1本 宛採取した。

③運搬:採 取終了後に氷を入れた運搬用の袋に入れて

1晩 保存し,翌 日氷を入れ直して汽車で上野駅まで輸送

しさらに病院まで運んだ。

④培養:材 料が病院へ到着すると,そ の 日の うちに4

～5人 で培養を完了した。方法は 「イ」の培養の場合と

同じである。

⑤観察:「 イ」の場合 とほぼ同じであるが,観 察はこ

れを2分 して2人 があたった。この場合は結核菌だけ

でなくて,結 核菌以外の抗酸性菌,雑 菌の侵入等にっい

ても観察 した。

B.本 実験

①対象:足 尾町民であって,8月 中に実施した8,524

人の集検の一部である。この申には学校の生徒は入って

いない・なお4才 以下の小児は採取か ら除外された。

部落単位に11日 間(11回)に わたって 実施 された も

のであって,一 般集検としては8回 合計2,425人 ,精

密検診 としては3回 合計119人 である。この精密検診

とは直接撮影後,相 談に訪れた人を対象としたものであ

るか ら,普 通の意味 と異なり精密検診の一部とい うこと

になる。

②採取:大 部分は屋内で,一 部は屋外で,一 般集検の

場合は間接撮影の後で,精 密検診の場合は直接撮影の結

果の説明の前に,前 同様1本 宛採取した。

③運搬:予 備実験の場合 と同様である。

@培 養:培 地は前述のように製造後1週 間以内のもの

を使用するようにしたが,本 実験では時により2週 間経

過 した もの もある。この とき凝固水のない ものには滅菌

蒸溜水を0・1～0.2cc宛 混 入した。その 他は予備実験

の場合 と同様である。

⑤観察:観 察にはこれを4分 して4人 があたった。

他は予備実験の場合 と同様である。

IV実 験 成 績

1.運 搬袋の検定

1日 保存 と2日 保存の影響を10人 ずつ実施したが ,

第1群 の1臼 保存の実験では8人,第2群 の2昼 保

存の実験では6人 に集落が認められた。成績は表1に

みるように,1日 保存では即 日の ものと集落 数 の うえ

にほとんど差がなく,2冒 保存のものでは集落の減少す

るもの,あ るいは発育しないものがみられた。すなわち

1日 保存では影響はないが,2日 保存では影響す ること

が分かった。

2・ 結核菌の検出成績

表1氷 を 入 れ た 運 搬 袋 の 検 定
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表2結 核 菌 の 検 出 成 績

表2に 示すように,試 験研究では化学療法の有無に

かかわ らず1例 も陽性例はない。本研究 として行なつた

一般検診では,化 学療法をやつていた16例 には陽性の

ものはな く,化 学療法をやつていない2,399例 中5例

(0.2%)に 陽 性を認めた。これを病型の うえか らみる

と,2例 は無所見であり,他 はH,皿 型であった。陰

性例の中で病型不明の ものが10例 あった。精密検診で

は化学療法をやつていた88例 中5例(5.7%)に,

化学療法をやつていなかった22例 中5例(23%)に

陽性を認めた。これを病型か らみると前者では1例 は治

癒型であ り,他 は1,H,皿 型であ り,後 者では ∬,

皿 型のものであった。陰性例中の9例 は病型がはつき

りしていない。これを総計すると,検 査例数3,017例

中結核菌陽性例は15(0.5%)で あって,大 部分は1,

∬,皿 型の ものであったが,V型 や無所見のものか ら

少数例検出されてい る。

3.結 核菌以外の抗酸性菌の検出

試験研究では化学療法をやつて いない もの3例 に,

本研究では同様の ものに8例 認めたが,病 型の うえでは

いずれ も無所見のものであつた。

4.雑 菌の侵入率

表3に 示すように,5月 末の室温25.5(・260Cの と

表3雑 菌 の 侵 入

きに行なつた試験研究では,培 地984本 中5本(0。5

%)に,8月 の室温の高い230C・)340Cに おいて行な

った本実験では培地5,088本 中170本(3.3%)に 雑

菌の侵入を認めた。

V総 括および考察

足尾町の結核集団検診の場合は,採 取した当日に足尾

町で培養を完了することは設備のうえで不可能であるた

め,ど うしても東京まで運んで採取翌 印こ培養すること

になる。それで培養の成績が落ちないようにするために

は,材 料の保存や運搬にっいて考慮する必要がある。そ

れでア イスクリームを運搬するのに使用する袋に準ず る

ものを作つて,そ れに氷あるいは ドライァィスを入れて

採取した材料 を保存,運 搬しようとしたが ドラィアィス

がなかったので氷を用いた。この袋 を用いると,1日 保

存ではほとんど成籏が低下しないことを認めた。また雑

菌の侵入 も少な くて,5月 中の室温250C前 後 で実施 さ

れた試験研究では0.5%で あ り,8月 中の大部分が室
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温300C以 上で実施されたもので も3.3%で あつた。

この戒績はわれわれの検査窒で行なわれている喀湊の採

取即 日培養の場合の雑菌侵入率に比して少ないし,北 本

ら9)(昭 和16年)の1,049人 の 含噺水による培養の

ときの雑菌侵入率5%弱 に比 して も少ない。また喀湊

を材料 とした熊谷 ら10)(昭 和16年)の9月 中に採取

3日 後に培養 した2,000入 では40%,10・)11月 中に

採取1日 半後に培養 した5,000人 では22%で あ るか

ら昭和15年 ごろのこれ らに比較すると著明に少ない。

次に結核菌の検出率であるが,試 験研究では陽性例は

1例 もない。この対象は坑内で仕事に従事 している人た

ちであって,病 巣はあったにしても病巣が安定している

ものがその全部であつたか ら,陽 性例がないのは不思議

ではない。本研究においては,一 般検診では化学療法を

実施していない ものか ら5例(0.2%),精 密 検診では化

学 療 法 実 施中の ものか らは5例(5.7%),実 施 して

いない ものか らは5例(23%)陽 性 である。われわれ

の一般検診の成績は,昭 和15～16年 ごろに喀湊で実施

した貝田11)の2%,今 村12)の1.8%,武 田13)の

3.4%の 陽 性率に比して も,間 接撮影有所見者の約半

数か ら結核菌が 検出 されたと称している多 くの 研突者

紛～15)の 成績 と比較して も率のうえでは かな り劣るよ

うに思われる。しか し精密検診では当然のことなが ら検

出率はよい。この成績は喀疾を検査材料にした厚生省の

昭和28年16),33年8),34年17)の 実態調査の有所

見者の約5%前 後の成績 と比して遜色がない。次にわ

れわれの成績では,無 所見者に2例,治 癒型に1例 の

菌陽性者が あったほかは,1,H,皿 型 のように活動

性を推定される病巣をもってい るものか らのみ検出され

ている。この傾向は厚生省の実態調査においてもみられ

るところであるが,昭 和15年 ころ12)15)18)19)に はX

線で異常のない人や,れ 感染や肺門淋巴腺結核のような

早期の ものか ら高率に証明されている。この よ うに戦

後のわれわれの成績 と戦前(昭 和15年 前後)の 成績 との

間に開きがあるのは,技 術的に方法が劣るとい うことで

はな くて,現 在の結核の状態が以前と変わってきている

ことを暗示するものであろう。なおわれわれは非病原性

と推定 される抗酸性菌を11株 みている。これはいずれ

もX線 写真で病巣のない人たちか ら検出されたもので

あるが,検 査例数3,017例 か らみると0.36%で あ り,

貝 田11)の1,564人 中の3人(1.9%o),北 本9)の

1,049人 中の1人,占 部19)の574人 中の3人(0.52

%)と,こ の聞に率においては多少の差があるが,結 核

の様子が変わつて きている今 目において も,こ のような

非病原性 とみ られる菌株が見出だされていることは興味

のあるところである。

VI結 論

喉頭粘液よ りの結核菌の検出を集団検診の一環 として

併用することを実験した。

1)氷 を入れた運搬袋に採取した喉頭粘液を1日,

2日 保 存して培養してみると,1日 保存ては集落数の う

えには影響はないが,2冒 保存では集落数が減少するこ

と,あ るいは発育しないものもあることを認めた。

2)結 核菌は一般検診では2,425例 中5例(0.2%),

精密検診では119例 中10例(8.4%)検 出 され,大

部分は結核病学会の1,H,皿 型のように空洞のある

もの,空 洞がな くとも不安定な病巣か らであつたが,無

所見,治 癒型の ものか らも検出された。

3)結 核菌 以外の 抗酸性菌を3,017例 か ら11例 に

検出した。これ らはX線 写真のうえでは所見はなかっ

た。

4)雑 菌侵入率は5月 に実施(250C前 後)の 試験研

究では0.5%,8月 実施(大 部分300C以 上)の 本研

究では3.3%で あった。

5)以 上の成績か ら喉頭粘液 よりの結核菌の検出は集

団検診,と くに精密検診に併用すれば能率的であること

を知つた。

本研究は結核無菌化研究会(会 長田宮猛雄)よ りの多

大の援助に よって 実施 されたものである。材料の輸送

は,国 鉄東京保健管理所長千葉博士の御厚意を受けた。

なお予防衛生研究所副所長柳沢博士,同 所結核部長室橋

博士より種々の助言を頂いた。これ らのことに対して深

く感謝の意を表します。
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